
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 2年度 事 業 報 告 書

令和 2年 4月  1日 から 令和 3年 3月  31日 まで

特定非営利活動法人 全日本自動車リサイクル事業連合

1 事業の成果
今期は以下の 5項目を焦点に活動致しました。

① アジア自動車環境フォーラム (AAEF)国際本部事務局としての展開

② 会員拡大の取り組み

③ 上海金橋グループに対するコンサルティング支援

④ 各種セミナーの開催

⑤ 世界の自動車リサイクル事業者との連携

【活動報告】

① アジア自動車環境フォーラム (AttF)国際本部事務局としての展開

。令和 3年 3月 の第 12回 AAEF開催時に (ホスト国マレーシア)、 各国の代表者と「国際本部事務局

設立 (日本)」 に向けての会議を予定しておりましたが、収束の見えないコロナ禍において未開催

となったため、次回開催まで保留の状態となっております。

② 会員拡大の取り組み

・自動車リサイクル、リサイクル部品業界に限らず、自動車アフターマーケットに関係する企業様に

も当法人の活動をご理解ご賛同いただけるよう以下のような取り組みで啓蒙活動に努めました。

(1)ホームページのリニューアル  (2)環境に配慮・見やすさ。アクショナルに

(3)「事務局だより」創刊    (4)会員とのコミュニケーションツールとして、様々な情報の

提供、会員の近況等々を掲載。

今年度は、環境に配慮した節電に取り組む企業と、海外研修生の育成、事業者との橋渡しに取り組

む企業、2社様が入会されました。

③ 上海金橋グループに対するコンサルティング支援

・設計図の再確認、重機のレイアウト等の確認も済み、着工を待つのみでしたがコロナ禍において大

幅に遅れているのが現状で、R3年度内の完成を目指す方向です。

④ 各種セミナーの開催

・令和 2年 12月 24日 web講演会を開催 (JAMグループ・腕ュmと共同開催)

講 師

テーマ :「EUのサーキュラーエコノミーに関わる最近の動向」

内 容 :EUで発表された「第 2次サーキュラーエコノミー行動計画」のポイントとともにサーキ
ュラーエコノミーを欧州の産業成長戦略の中心的な柱と位置付けた新産業戦略の概要フ

ランスのルノーと自動車解体企業のインドラ社の共同による自動車の再生プラスチック



や、EVバ ッテリーの再利用に関する具体的な取り組みが紹介された。

⑤ 世界の自動車リサイクル事業者との連携

。当初、10月 に世界の自動車リサイクル事業者との情報交換、意見交換の場である国際会議「IRT2020」

を広島にて開催予定でしたが、コロナ禍での開催、及び参加が見込まれず延期となりました。海外

との連携で得られる自動車リサイクルに関する取り組みや現状を把握することはとても大切なこ

とですので、次回開催に向けて準備して参ります。

コロナ禍において、活動範囲が狭まりはしたものの、新たな発見、発想展開のチャンスにもなりまし

た。理事会のあり方一つにしても、web会議を取り入れることで欠席者が減り、十分な意見交換とより

円滑な審議ができるようになりました。定款見直しの必要性も感じ取っています。
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(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業
し

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の

金額

(千円)

自動車リサイ
クルに関する
普及啓発事業

毎外版 JARAニ ュース(線J
蝙A発行)と して自動車リサ
イクルに関するニュースの

里信 (メール配信)

年間
4月 ～3月

東京都 2名
当法人会員様、
廃企業会員、ユ
ーザー、海外違
廃団体 7万名

自動車リサイ
クルに関する
情報収集及び
情報提供事業

「EVOHVXテ リーのリサイ
クルについて」の情報交換
損保ジャパン様
、
事務局

6月 5日 東京都 2名 4名

海外団体及び
地域とのコミ
ューケーショ
ン

マレーシア自動車リサイク
ル協会様から協力頂いたマ

スク(1000枚)を東京都中央
区役所に寄贈

6月 12日 東京都
3名

一組 2枚として

500 名

自動車リサイ
クルに関する
情報収集及び
情報提供事業

上海新金橋グループの自動
車リサイクルエ場建設に関
わる情報交換及びサポー ト

年間
4月 ～3月 東京都 3名 10 名 250

自動車リサイ
クルに関する

普及啓発事業

ホームページを、検索しやす
く、明るく、親しみのあるデ
ザインにリニューアルし開
設

4月 1日
～10月 20日 東京都

3名
当法人会員様、
舅企業会員、ユ
ーザー、海外連
携団体、

1,200

自動車リサイ
クルに関する

教育事業

ベトナムからの技術実習性、

留学生の急増を踏まえ「言葉
の理解度 UP」 にと、「自動車

技術用語辞典
監修)」 の取り扱い、

販売を開始

11月 6日 東京都 4名

当法人会員様、
携企業会員、ユ

ーザー、海外連

携団体、

200

動車リサイ
ルに関す

当法人のコミュニケーショ
ンツールとして、{NPO JA
腱牡事務局だより}を創刊発
行。会員の活動状況や国内外
の自動車リサイクルの動向、
日常の気になる情報を発信

12月 11日
東京都 5名

当法人会員様、
開企業会員、ユ
ーザー、海外連
携団体、

自動車リサイ
クルに関する
教育事業

後援会の web開催 「EUの
サーキュラーエコノミーに

関わる最近の動向」
講師

12月 24日 東京都
3名 参加者含む

80名 30

まヽ
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令和2年度 (2020)  活動計算書

令和 2年 4月 1 日から 令和 3年 3月 31日 まで

」圭庭左整丘上国塾迭込盤旦杢自動皇2ユ」
=2ノ
ヒ皇艶菫全

合計
1特定非営利活動

|に
係 る 事 業

科 目 その他の事業

40,000
1,980,000
18,000
50,000

40,000
1,980,000
18,000
50,000
8.000

5,010,000
500,000
35.420

5,010,000
500,000
35,420

2,096,000

5,545,420

100100 100

7,641,520 7.641.520 7.641,520

1.283.700
1,283,700

600,000

2,112,000
219,482
18,346
142,494
24,886
34,051
14,582
396,000
17,494
10,000
28,150
1,300
9,460
64.978

1,283,

ｎ
〉
Ｕ^´０

2,112,000
219,482
18,346
142,494
24,886
34,051
14,582
396,000
17,

10,

28,

1,

9,

4.976,923 4,976,923

2,664,597

ｎ

Ｖ

2,664,597
8,835,766
11.500。 363

1 受取会費
入会金収入
正会員会費収入
法人会員会費収入
異業種会員会費
個人会員会費収入

3事業収益
使用済自動車提言事業
情報収集及び情報提供事業
リサイクル教育事業

4その他収益
受取利息
経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費
外注費

事業費計

2 管理費
(1)人件費
給料手当

(2)その他の経費
業務委託費
会 議 費
旅費交通費
通 信 費
備品消耗品費
事務用消耗品費

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計
税引前登記正味財産増減額
前期繰越正味財産額

荷造運賃
印刷経費

当期経常増減額

接待交際費
=撃
 ノゝ . 1甕

F日  = ]ヽ
慶 弔 費
租税公課
支払手数料
管理諸費



書式第 15号 (法第28条関係)

令和2年度  (2020)貸借対照表

令和 3年 3月 31日現在

特定非営利活動法人全日本自動車リサイクル事業連合

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

(現金預金)

現 金

普通預金

現金預金計

(その他の流動資産)

其の他の流動資産計

流 動 資 産 合 計

Ⅱ負債の部

1流動負債

預り金

流 動 負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債正味財産合計

56,848

11,551,015

11,607,863

11,607,863

0

0

11,607,863

0

11,607,

107,

107

8,835,766

2,664,597

11,607,863

107,500107,500

11,500,36311,500,363 11,500,363

11_607_868



式 1

令和2年度 (2020) 財産目録

令和 3年 3月  31日 現在

生産雄整五1直動法人三全二旦杢整踵歴国墜上乙22」塞趣壼含

金  額科   目

56,848

9,868,007

1,683,008

Ａ
Ｕ

11,607,863

Ａ
Ｕ

＾
Ｕ 0

11,607,863

11,607,863

107,500

107,500

ｎ

Ｖ
Ａ
Ｕ

107,500

11,500,363

I資産の部

1流動資産

現金預金

手元現金

三井住友銀行普通預金

三菱東京UFJ銀 行普通預金

現 金 ・ 預 金 計

その他流動資産

その他流動資産 計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固 定 資 産 合 計

資   産   合

Ⅱ負債の部

1流動負債

預り金

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

債  合  計

味 財 産

計

負

　

　

正



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和2年度 年間役員名簿

R2年 4月 1日 から   R3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 全日本自動車リサイクル事業連合

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 高橋 敏
R2年4月 1日

～R3年3月 31日

理事 郷古 実
R2年4月 1日

～R3年i3月 31日

12年4月 1日
～R3年3月 31日

理事 北島 宗尚
R2年4月 1日
～R3年3月 31日

理事 服部 厚司
R2年 4月 1日

～R3年13月 31日

理事 松原 正和
12年 4月 1日

～R3年:3月 31日

理事 鴨下 治郎
12`年:4月 1日

～R3年3月 31日

理事 千葉 菊雄
12年4月 1日

～R3年3月 31日

理事 伊東 正展
R2年4月 1日

～R3年 3月 31日

理事 田淵 洋一
R2年4月 1日
～R3年:3月 31日

理事 近松 利浩
12年4月 1日

Rヽ3年13月 31日

理事 丸山 克哉
t2年4月 1日

Rヽ3年、3月 31日



理事 小野田弘士「 壁露1算課異1日

理事 土門 志吉

l

R2年4月 1日

|～

R3年3月 31日

監事 高松 右門

|

R2年4月 1日

|～R3年 3月 31日

|

監事 斉藤 貢

:

R2年4月 1日

|～

R3年3月 31日



書式第 19号 (法第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 3年 3月  31日 現在

特定非営利活動法人 全日本自動車リサイクル事業連合

氏   名 住 所 又 は 居 所

株式会社 高橋商会
代表取締役 高橋 敏

2
株式会社 二重パーツ
代表取締役 齊藤 貢

Ｒ
）

株式会社 鴨下商店
代表取締役 鳴下 治郎

4
株式会社 R∝0ジャパン
代表取締役 北島 宗尚

Ｆ
Ｄ
株式会社 TRT
代表取締役 松原 正和

ハリ
株式会社 リンクスシ

゛
ャハ
°
ン

代表取締役 千葉 菊雄

７

・

床式会社 大晃商事
氏表取締役 土門 志吉

Ｒ
） 床式会社ビッグウェーブ

代表取締役 服部 厚司

Ｑ
） 学校法人日本自動車大学校

教授    郷古 実

10 株式会社 JAM
代表取締役 北島 宗尚


